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さつま工芸会における商品開発事例

デザイン・工芸部 山田淳人

さつま工芸会

九州南端に属する鹿児島県は，南北に６００キロという非常に広域な地形的特色を持ち

地域資源や工芸素材が豊富です。鹿児島県の工芸品は，これらの素材と受け継がれてきた

技術によって生まれ，その多くは，伝統的工芸品として新製品とともに生産されてきまし

た。

さつま工芸会は，平成４年に鹿児島県工業技術センター，デザイン・工芸部が

「ハイてく研究会」の一つとして，発足した研究会で，鹿児島県内の伝統的工芸品，伝統

的素材を扱う企業８社で構成された「異業種の実験集団」です。

月一回の定例会の他，年数回の展示会を通して，展示会のテーマの設定からテーマに対

する勉強会，試作品制作，検討会，ＤＭ作成，展示計画の立案などを総合的に研究してい

ます。

さつま工芸会は，これからもお互いの持つ素材感や特徴を高め 「実験集団」の名にふ，

さわしい「時代と共に進化し続ける工芸品」を合い言葉に日々研究し続けていきます。
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